






3. 発行回数 本紀要は、年間 1回発行する。ただし増刊号（Supplement）を発行する場合
がある。 












1) 原稿は、必ず Word ファイル「原稿入力フォーマット」をテンプレートとし
て使用し作成する。A4 サイズとし、余白は「上：35mm」「下：30mm」
「左：30mm」「右：30mm」とする。 
本文のフォントは MS 明朝体（10.5）及び Times New Roman(12.0)を使用する。 






査読には回さず返却する。「短報」については 5 頁以内とする。 
3) 和文原稿はタイトル、著者、所属、400 字以内の和文要旨、キーワード（5 語
以内）を付す。また、英文タイトル、著者、所属、300 語 以内の英文要旨、
キーワードを原稿の末尾に記入する。 
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(1) 原稿は Word ファイル「原稿入力フォーマット」で作成した Microsoft Word ファ






10.  校正 
 校正は行わない。ただし、編集委員会から原稿体裁に関する指示をする場合がある。 
11.  掲載料、別冊 
 掲載料等については徴収しない。別冊は最終版の PDF を作成し、贈呈する。 





究所、2002 年 11 月）に従う。 
13.  付則  
 本規定は岡山県立大学教育研究紀要第 1 巻 1 号（2016)から適用する。 
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